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【著書（共著）】①「超巨大地震がやってきた　スマトラ沖　地震津波に学べ 」時事通信社②「いま活断層が危ない－中部の内陸直下　型地震－」中日新聞社③「三河地震60年目の真実」中日新聞社
【プロフィール】1975年生まれ。1998年早稲田大学卒業、2003年京都大学大学院で博士後期課程単位取得。情報学博士。2009年より現職。安全・安心な社会環境を実現するための人間心理・行動、社会システム研究。①地域の歴史災害・環境問題における教訓をもとにした、教訓伝達手法・教育手法の研究、②ワークショップなどを通した「地域力向上」のためのアクション・リサーチ　等【奈良県との関わり】　　「安全・安心まちづくりチャレンジ事業（平成２１年度～）」や、安全・安心まちづくりに関する                                講演・研修など幅広くご指導・ご協力いただいております。

 今年は、大雨災害によって多くの犠牲者が出ました。兵庫県佐用町幕山では、大雨により浸水が始まった暗闇の中、町営住宅から避難所である小学校に避難途中の３家族（高齢者家族世帯・子どものいる２世帯）が命を落としました。 「避難」とは読んで字のごとく「難を避ける」行動であるべきです。そのためには、まず自宅が、①堤防・崖地の近くにあり、大雨によって決壊・崩落の可能性があるのか否か、②決壊の危険がない場所であったなら、どのくらいの高さまで水が来ると想定されているのか、を知ることです。①であったなら、絶対的に早期に高台・危険のない場所に移動すること、②でありかつ早期に避難できない場合には、地域の堅牢な建物の 2階や 3階に避難をして、むやみに出歩かないことです。  そのためには、自治会・自主防災組織などが率先して、近傍の川の堤防の様子や想定される浸水深、崖地の危険性をあらかじめ知ることです。行政の発表しているハザードマップを活用することがよいでしょう。そして、いざとなったら「難を避ける」ために、どの段階で、どこに／どの建物に、どうやって避難をするか、考えをまとめ、これらの組織が自主的に「避難」を呼びかけることが大切です。 愛媛県新居浜市立川（たつかわ）地区では、平成 16 年の台風 21 号によって全半壊 5 棟を出したにもかかわらず人的被害がありませんでした。というのもこの地区では、昭和 51 年・平成 11年に土砂災害を経験したことを生かし、自主防災組織は、連絡体制・警戒避難対策のマニュアル化、民生委員と連携した高齢者の早期避難体制の確立、それらをもとにした避難訓練を行っていましたそのため 9月 29日 14:48に積算雨量 200mmを超えた時点で、自治会長と防災担当が気象庁の雨量予測をもとに携帯電話で避難協議し、役員・会員が避難準備を伝達、消防署員・団員が自治会館に集合しました。15:30行政の避難勧告発令の時点で、すでに避難が始まっていて、勧告発令 1時間後の 16:30にはすでに避難が終了していました。 

　今年は伊勢湾台風５０周年、そして、台風第９号などの風水害で多くの人命が失われました。第４回目の今回は、富士常葉大学の木村玲欧准教授に水害時の避難について執筆をお願いしました。




